


















































確化され、実封の場合は食邑～戸と併記されるようになった。では実際に爵の高低と食邑の戸数にはいかなる関係にあるのだろうか。具体的な開建五等時の爵と食邑との関係について調べたのが表１である。この表によると、例えば同じ郡開国侯の爵であっても食邑の戸数 ３００～８００戸と幅があり、大きな差異がみられる。また、上級の郡開国公が却って下級 郡開国侯より 数が低い場合もみられる。 まり、爵の高下と食邑の戸数は比例しておらず、両者に齟齬がみられるのである。ではこのような齟齬はなぜ生じるのであろうか。封土の戸数 決定方法について詳述した大変興味深い史料として、 『魏書』巻七八、張普惠伝 、
…故尚書令臣（高）肇、 未だ遠く古義を稽え、 近く成旨を究むること能わず、 初封の詔を以て 親王は二千戶、始蕃は一千戶、二蕃は五百戶、三蕃は三百戶有りとし、是を親疏世減の法と謂う。又開國五等を以て、之を減ずる所の言有りとし、以て世減の趣を為す。遂に格を立て奪を奏し、是を高祖の本意と稱し、仍り旨可 被る。差謬の來 亦た已に甚だしきや。遂に勳親をして懷屈せしめ、幽顯は冤を同じうし、紛訟すること彌年にして、之れを能く息むこと莫 。臣、輒ち遠く旨 研め、深く其の事 窮むるに 世々變じ減奪すること、今古據る無し。又詔書を尋ぬるに、昔未だ采るべからずと稱 、今列辭 始め は 豈に混一し、 久近 分け こと罔きを得るや。故樂良（景穆十二王の二蕃王） ・樂安（明元六王の三蕃王） 、
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同蕃異封にして、廣陽（太武五王の四蕃王） ・安豐（文成五王の始蕃王）は、別の戶等に屬す。安定の嫡（胡国祥） 、邑は親王に齊しく、河間（文成五王の始蕃王）の戚近、更に蕃食に從う。是れ乃ち太和の降旨、初封の倫級にして、勳親兼ね樹つるは、世減の大驗に非ざる者なり。博陵（尉景興）爵を襲うに、亦た太和の年に在るも、時に世減たらず、父嘗て全食するを以て、戶を足し本を充たし、之を始封と同じうし、減ずるに今（令？）式に從う。此のごとくたれば、則ち減ずる者は其の足す所の外を減じ 足す者は其の減ずる所の內を足す。減足の旨 乃ち貢する所の食む所と為すのみ。諸王を て開國せ め、其の民を專らにせざ を欲すれども、賦役 差 貴賤等有り。蓋し周禮の公侯伯子男の貢稅の法に準擬 王は其の半を食し、公は三分の一を食し、侯・伯は四分 一、子・男は五分の一とするならん。是れを以て新興（諸帝子孫の元丕） 足すを得て本を充た 、清淵（李沖）は吏多くして戶を減ず 故に始封承襲すること
俱
に稱う。減ずる所は之を減ずるに貢を以てするを謂い、食は之を國に食するを謂い、斯れ實に高祖
霈然の詔なり。實を減ずるの理 、聖明自ら釋 之を史帛に求むるも、猶お未だ盡さざること有るがごとし。時に尚書臣（陸）琇は減足の參差を疑い、旨 又 判じ、以て減ず 所の旨を開訓し、以て世減を疑わざるべし。而るに臣肇は往事に稽みずして曰く、 「五等は減ずる所の格有り、用いるに世減の法を為し、王封の親疏 等有 を以て、是を代削の條と謂う」と。妄り 成旨を解し 世奪に雷同 。…此おいて遂に停せら 。…故尚書令臣（高）肇、未能遠稽古義、近究成旨、以初封之詔 有親王二千戶 始蕃一千戶 二蕃五百戶、三蕃三百戶、謂是親疏世減之法。又以開國五等、有所減之言 以為世減之趣。遂立格奏奪、稱是高祖本意、仍被旨可。差謬之來、 亦已甚矣。遂使勳親懷屈、 幽顯同冤、 紛訟彌年、 莫 能息。臣輒遠研旨格 深窮其事
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世變減奪、今古無據。又尋詔書、稱昔未可采、今始列辭、豈得混一、罔分久近也。故樂良・樂安、同蕃異封、廣陽・安豐、屬別戶等。安定之嫡、邑齊親王、河間戚近、更從蕃食。是乃太和降旨、初封之倫級、勳親兼樹、非世減之大驗者也。博陵襲爵、亦在太和之年 時不世減 以父嘗全食、足戶充本、同之始封、減從今（令？）式。如此、則減者減其所足之外、足者足其所減之內。減足之旨、乃為所貢所食耳。欲使諸王開國、弗專其民、賦役之差、貴賤有等 蓋準擬周禮公侯伯子男貢稅之法、王食其半、公 三分之一、侯 伯四分之一、子・男五分之一。是以新興得足充本、清淵吏多減戶。故始封承襲
俱
稱。所減謂減之以貢、食謂食之








とあり、たとえ同じ王爵・同じ宗室であっても一番年長の弟という理由で戸数に差がつけられている。この元弟の禧は後述するが孝文帝に重用された人物であった。また、 家臣の場合については、 『魏書』巻六一、 薛真度伝に、
詔して曰く、 「…六師の南邁するに及び、朕、超えて新野に據るを欲すれども、羣情皆異なり、真度、獨り朕と同じ。蠻を撫し夷を寧ろに 、實に勤績有り、邑二百戶を增すべし」と。詔曰、 「…及六師南邁、朕欲超據新野、羣情皆異、真度獨與朕同。撫蠻寧夷、實有勤績、可增邑二百戶」 。
とあり、薛真度だけが孝文帝の南伐に同意し、軍功もあるため増邑されたことが述べられている。これらの史料から、孝文帝が重視する人物に封土の戸数が多く与えられてい 共通点が看取できる。そしてこの点に留意し表１を再確認すると、穆泰・李沖・薛達が開国侯でも戸数が多いと う特徴がある。 はこれらの人物と孝文帝とはいかなる関係にあったのだろうか。まず穆泰について、彼自身は孝文帝により名を賜った人物であり、また孝文帝 姓族詳定において穆氏を含めた北族八姓を身分制原理に基づく階層社会の上層部に位置づけ、北族上層を重視していたことが先行研究により指摘されている
（９）
。次に李沖について、 『魏書』巻五十三、李沖伝に、





















の措置を詳細に調べると、実は封土の配置に差異があり、また畿内に含まれない封土でも改封される場合もあった。では封土の配置はいか る基準で決定されたのであろうか。その具体的分布について調べた が図表Ａ・Ｂである この図表は封土が洛陽付近 相州・雍州・予州に配置される場合がＡ、遠隔地の場合はＢと区分している。これに基づき、それぞれいかなる傾向がみられるか、特 有爵者 民族や社会的身分に着目し比較したい。
まず、図表Ａについては合計一五人該当するが、その中でも三つのパターンがあり、第一に洛陽遷都を経ても
封土が洛陽付近のまま変化のない場合は四人が該当する。一人目は景穆十二王系の陽平王 （相州） 頤であるが、 『魏書』巻十九上、陽平王新成伝附頤伝に、
高祖、名を賜う。…恒州刺史穆泰の謀反するに及び、使いを遣わして頤を推して主と為す。頤、密かに状を以て聞こえ、泰等伏誅し、帝、甚だ之を嘉 。高祖賜名。…及恒州刺史穆泰謀反、遣使推頤為主。頤密以状聞、泰等伏誅、帝甚嘉之。
とあり、 彼が孝文帝に重用されていたことが述べら ている。二人目は献文六王の咸陽王（雍州）禧である。 『魏書』巻二一上、咸陽王禧伝に、
































































た有爵者全体の皇帝との親疎・距離を示したこ が判明した。つまりこ 封土を用いた一連の政策は、皇帝との距離を直接的に示す措置であり、孝文帝の意志を強く反映 たものと言えよう。
本節の検討から孝文帝の爵制改革は以下の四点が実施されたと言える。第一に、例降により王爵を道武帝以後





































功績の対価という北魏建国初期の原則に立ち戻し、一方、皇帝の意志示し恩寵を表す場合は封土を用いるという体制を確立したのである。換言すれば、文成帝期には皇帝の恩寵を示すために爵が賜与されることがあったが、これでは国家 功績 価値が維持できないという問題が起きるため、孝文帝は爵が国家への功績によってのみ得られるものとし、それまで爵に内包されていた皇帝の恩寵を示す機能を封土に分離したのである。そしてその原則は北魏後期を通じ基本的 遵守された。
ここまでは爵が何の対価であるかについて検討した。次に爵の本質的機能を追求するにあたり重要な論点の一








号がどの時期も一番多く、次に２品、三番目に１品という順番となっている。そして公（１品）も王ほど顕著ではない 同様の傾向がみられる。侯（２品）は２～４ の将軍号と幅があるが、一番多いのは３ であり、１品はほぼ皆無である。つまり、王・公・ の高い爵 ３品の将軍号が中心であり、かつ５品と う低い将軍号の官品はほぼ皆無という同様の傾向が見られた。では低い爵についてはど であろうか。伯（３ ）は３品のが一番多く爵の品 将軍号の官品は一致する。 しかし孝明帝期になると１～６品まで幅広くみられるようになる。子（４品） ３品 将軍号が一番多い。また男（５品） ３品の将軍号が圧倒的に多い。つまり低い爵においても将軍号は３品が多く、全体的に将軍号の官品は爵の品と連動しないと言え 。
以上の検討から、北魏後期では将軍号の官品は爵の品と連動せず、たとえ高い爵を保有していても高い将軍号





と考えられるが 将軍号や階の問題は別個に検討する必要が ため、本稿では可能性 指摘 留め、今後 研究課題としたい。
次に、爵の品と官職の官品の関係について考察する。先述したように北魏前期では外任 内任の場合で両者の
関係に差異がみられ が、本稿で まず内任の場合につ て、各官職に分け両者の関係を検討したい。具体的に
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爵の品と尚書の官品の関係について調べたのが表４である。これによると、尚書は基本的に王・公の爵が多いと言える。次に、爵 品と中書の官品の関係について調べたのが表５である。これによると、中書は王・公の爵が多いが、ばらつきも見られる。以上、内任の代表的官職である尚書と中書の検討から、爵の品と内任の官職 官品は対応関係にない点が確認できた。では、外任である地方官の場合はいかなる関係にあるのだろうか。北魏前期のように内任と外任は異なる傾向が見られるのだろうか。その点に留意しながら爵の品と地方官 官品の関係について調べたのが表６である。これによると、全体的にばらつきが多く、特に集中的に見られる官品はない。
内任と外任の検討結果から、北魏後期ではいかなる官職においても爵の品と官職の官品に対応関係が見られな
いことが判明した。ではなぜこ ような関係が生じ のか、北魏後期の任官 基準から考察したい。まず、孝文帝期の事例として、 『魏書』巻五七、高祐伝に、
祐又上疏して、 「今の選舉、識治の優劣を採らずして、專ら年勞の多少を簡び、斯れ盡才の謂に非ず。宜く此の薄藝を停め 彼の朽勞を棄て、唯だ才是れ舉げれば 則ち官方に斯れ穆らぐべし。又勳舊の臣、年勤は錄すべきと雖も、而るに才は人を撫するに非ざる者な 之に加うるに爵賞を以てすべし、宜く之に委ぬるに方任 以てすべからず、所謂王者は人 私するに財を以てし、人を私するに官を以てすべからざるなり」と云う。高祖 皆之を善とす。祐又上疏云、 「今之選舉、 不採識治之優劣 專簡年勞之多少、 斯非盡才之謂。宜停此薄藝、 棄彼朽勞、 唯才是舉、則官方斯穆。又勳舊之臣、雖年勤可錄 而才非撫人者 則可加 以爵賞、不宜委之 方任 所謂王者可私人以財、不私人以官者也」 。高祖皆善之。
とあり、勲旧の臣はその年勤を記録すべきである 、人を使う才能がなければ爵位と褒賞を与え、地方官に任用
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してはならないと上疏され、それが孝文帝の同意を得たことが述べられている。つまり孝文帝は爵と地方官の任命を異なる基準で与える意向を示しているのである。では、 のような孝文帝の方針は外任である地方官に限るのであろうか。孝文帝期の任官方法と 、 『魏書』巻七下 高祖紀下、太和十八年九月壬申の条に、




















の具体像を明らかにすることが出来た。孝文帝 爵制改革はこれまで例降と開建五等に特に着目されていたが、賜爵 基準・封土の戸数・都からの封土の遠近など爵と封土の関係を詳細に検討した結果、爵は軍功などの大功により賜与され、皇帝の意志表示として血縁および君臣関係を含んだ親疏・距離を表す場合 封土が用られていたことが判明した。また、爵の品と将軍号・官職の官品の 検討し 結果、各々の対応関係は全く見られなかっ 。前稿で らかにし ように、北魏前期では仮爵という一時的な爵が将軍号の官品を基準 与え
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られており、また内任と外任という職種による対応関係の違いが見られたが、北魏後期ではこのような傾向は一切見 なくなったのである。爵は北魏建国初期では国家へ 大功によって賜与される、言わば軍功を評価するシステムであり、官品とは直接連動しな 。この点からも孝文帝は賜爵の基準を軍功への対価へと立ち戻したと言えよう。ただし建国初期 異なり、恩寵など皇帝の意志表示を封土によって示し 点が孝文帝の爵制改革の特徴である。換言する らば、孝文帝は改革直前の状況下において恒常化していた皇帝が自らの意志を反映し恩寵として賜爵する爵の機能の一部を切り離し、新たに封土によってそれを表す仕組みを構築したのである。
本稿では孝文帝の爵制改革の具体的構造について明らかにしたが、北魏後期の位階制度がこの孝文帝改革を経
ていかに変遷 いくのか、特に将軍号の軍階と軍功爵とは かなる関係にあるのかにつ て、今後追求していきたい。註（
1）　





（ 『駿台史学』九八、 一九九六年）および松下憲一「北魏の洛陽遷都」 （ 『史朋』第三二号、 一九九九年、 同『北魏胡族体制論』 、北海道大学出版会、二〇〇七年再収）参照。
（
3）　



















































































について検討したが 北魏前期まで 墓誌の出土が少ないため、文献史料である『 書』から事例を収集した。本稿では前稿と比較しやすいように『魏書』と墓誌の事例数を分け、墓誌の事例数は□に囲み示した。
（
22）　
 張鶴泉「北魏孝文帝実行散爵制度考」 （ 『史学月刊』 、





























人名 出身 爵位 食邑（戸数） 『魏書』の巻数 
奚緒 宗族十姓 弘農郡開国侯 300 29 
穆泰 北族八姓 馮翊県開国侯 500 27 
穆羆 北族八姓 魏郡開国公 500 27 
穆亮 北族八姓 頓丘郡開国公 500 27 
陸叡 北族八姓 鉅鹿郡開国公 300 40 
尉元 北族八姓 山陽郡開国公 600 50 
李沖 漢人五姓 滎陽郡開国侯 800 53 
薛達 漢人二流 河東郡開国侯 800 61 
 
表 A 封土が洛陽付近（相州・雍州・予州）の場合 
人名 出身 爵位（改封前→後） 州名（改封前→後） 『魏書』巻 No 
元頤 景穆十二王 陽平王 相州 19 上 1 
元禧 献文六王 咸陽王 雍州 21 上 2 
穆羆 北族八姓 魏郡開国公 相州 27 3 
穆泰 北族八姓 馮翊郡開国侯 雍州 27 4 
元愉 孝文五王 京兆王 雍州 22 5 
元懌 孝文五王 清河王 相州 22 6 
元懐 孝文五王 広平王 相州 22 7 
王粛 漢人一流名族 汝陽県開国子 予州 63 8 
奚緒 宗族十姓 弘農郡開国侯→澄城県 雍州 29 9 
穆亮 北族八姓 長楽公→頓丘郡開国公 相州 27 10 
于烈 北族八姓 洛陽侯→聊城県開国子 相州 31 11 
馮熙 外戚 昌黎王→京兆郡開国公
→扶風郡 
営州→雍州 83 上 12 
李沖 漢人名族五姓 滎陽郡開国侯→陽平郡
→清淵県 
司州→相州→相州 53 13 
薛達 漢人二流名族 河東郡開国侯→華陰県 司州→雍州 61 14 






表 B 封土が洛陽から遠隔地の場合 
人名 出身 爵位（改封前→後） 州名(改封前→後) 『魏書』巻 No 
元緒 明元六王 楽安王 青州 梶山目録 831 1 
元嘉 太武五王 広陽王 安州 18 2 
元景和 景穆十二王 汝陰王 南朝 ７下 3 
元澄 景穆十二王 任城王 兗州 19 中 4 
元楨 景穆十二王 南安王 秦州 19 下 5 
元思誉 景穆十二王 楽陵王 冀州 19 下 6 
元休 景穆十二王 安定王 涇州 19 下 7 
元鸞 景穆十二王 城陽王 南朝 19 下 8 
元長楽 文成六王 安楽王 安州 20 9 
元諧 文成六王 広川王 斉州 20 10 
元簡 文成六王 斉郡王 青州 20 11 
元琛 文成六王 河間王 瀛州 20 12 
元猛 文成六王 安豊王 南朝 20 13 
元雍 献文六王 高陽王 青州 21 上 14 
元羽 献文六王 広陵王 南朝 21 上 15 
元詳 献文六王 北海王 青州 21 上 16 
李侃晞 外戚 博陵郡公 定州 83 上 17 
陸叡 北族八姓 鉅鹿郡開国公 定州 27 18 
元太興 景穆十二王 京兆王→西河郡 雍州→汾州 19 上 19 
元幹 献文六王 河南王→趙郡 司州→定州 21 上 20 
元雍 献文六王 潁川王→高陽郡 司州→瀛州 21 上 21 
元勰 献文六王 始平王→彭城郡 雍州→徐州 21 下 22 
元丕 諸帝子孫 平陽郡公→新興郡 司州→肆州 14 23 
元大曹 諸帝子孫 高涼郡公→太原郡 司州→并州 14 24 
尉羽 北族八姓 山陽郡開国公→博陵郡 司州→定州 50 25 
李佐 漢人名族五姓 河内公→涇陽県開国子 司州→涇州 39 26 
                                                   
1	 石刻史料は梶山智史編『北朝隋代墓誌所在総合目録』（明治大学東アジア石刻文物研究所、






時期 第一位 第二位 第三位 第四位 ２件以上の事例 
孝文帝後 












全 66 件 
軍功 1914 
30％ 









全 105 件 
軍功 2946 
31％ 
功  667 
11％ 




















                                                   
2  元龍墓誌（梶山目録 62）・李遵墓誌（梶山目録 330） 
3  元頊墓誌（梶山目録 502） 
4  元珍墓誌（梶山目録 145） 
5  趙道徳墓誌（梶山目録 849） 
6  楊済墓誌・（梶山目録 445）・元延明墓誌（梶山目録 501）・元鑚遠墓誌（梶山目録 544）・
長孫子澤墓誌（梶山目録 552） 
7  元紹墓誌（梶山目録 301）・苟景墓誌（梶山目録 466）・爾朱紹墓誌（梶山目録 471）・
元誨墓誌（梶山目録 489）・李挺墓誌（梶山目録 631）・叔孫固（梶山目録 658） 
8  穆紹墓誌（梶山目録 496） 










時期 第一位 第二位 第三位 第四位 ２件以上の事例 
孝文帝後 












全 66 件 
軍功 1914 
30％ 









全 105 件 
軍功 2946 
31％ 
功  667 
11％ 




















                                                   
2  元龍墓誌（梶山目録 62）・李遵墓誌（梶山目録 330） 
3  元頊墓誌（梶山目録 502） 
4  元珍墓誌（梶山目録 145） 
5  趙道徳墓誌（梶山目録 849） 
6  楊済墓誌・（梶山目録 445）・元延明墓誌（梶山目録 501）・元鑚遠墓誌（梶山目録 544）・
長孫子澤墓誌（梶山目録 552） 
7  元紹墓誌（梶山目録 301）・苟景墓誌（梶山目録 466）・爾朱紹墓誌（梶山目録 471）・
元誨墓誌（梶山目録 489）・李挺墓誌（梶山目録 631）・叔孫固（梶山目録 658） 
8  穆紹墓誌（梶山目録 496） 






時期 第一位 第二位 第三位 第四位 ２件以上の事例 
孝文帝後 












全 66 件 
軍功 1914 
30％ 









全 105 件 
軍功 2946 
31％ 
功  667 
11％ 




















                                                   
2  元龍 62）・李遵墓誌（梶山目録 330） 
3  元頊 502  
4  元珍墓誌（梶山目録 145） 
5  趙道徳墓誌（梶山目録 849） 
6  楊済墓誌・（梶山目録 445）・元延明墓誌（梶山目録 501）・元鑚遠墓誌（梶山目録 544）・
長孫子澤墓誌（梶山目録 552） 
7  元紹墓誌（梶山目録 301）・苟景墓誌（梶山目録 466）・爾朱紹墓誌（梶山目録 471）・
元誨墓誌（梶山目録 489）・李挺墓誌（梶山目録 631）・叔孫固（梶山目録 658） 
8  穆紹墓誌（梶山目録 496） 






時期  件数(内理由不明)   第一位        第二位        第三位    
道武帝  85 件(17 件)  軍功 37 件(44％)  来降 13 件(15％)      功 7 件(8％) 
明元帝  57 件(8 件)   軍功 15 件(26％)  来降 13 件(23％)    即位 8 件(14％) 
太武帝  264 件(53 件)  軍功 75 件(28％)  来降 40 件(15％)  地方官任命 17 件(6％) 
文成帝  118 件(34 件)  外戚 40 件(34％) 即位 12 件(10％)   地方官任命 9 件(8％) 
献文帝  74 件(18 件)  来降 17 件(23％)  軍功 8 件(11％)   地方官任命 7 件(9％) 
孝文帝  97 件(39 件)  地方官任命 14 件(14％) 外戚・寵 9 件(各 9％) 
＊拙稿 C より 
表３ 爵と将軍号の官品の関係 
王（１品） 
将軍号 孝文帝後 宣武帝 孝明帝 
１・従１ 6 件 22％ 5 件 16％ 12 件 21％ 
２・従２ 9 33 6 19 18 32 
３・従３ 11 41 16 52 24 43 
４・従４ 1 4 4 13 2 4 
５・従５ 0 0 0 0 0 0 
公（１品・従１品） 
将軍号 孝文帝後 宣武帝 孝明帝 
１・従１ 8 件 35％ 4 件 21％ 7 件 18％ 
２・従２ 8 35 3 16 19 49 
３・従３ 6 26 10 53 11 28 
４・従４ 1 4 2 10 2 5 
５・従５ 0 0 0 0 0 0 
侯（２品・従２品） 
                                                   
10 苟景墓誌（梶山目録 466） 
11 元勰妻李媛華墓誌（梶山目録 306）・元邵墓誌（梶山目録 421）２件・唐耀墓誌（梶山






（6）　楊済墓誌・（梶山目録 445）・元延明墓誌（梶山目録 501）・元鑚遠墓誌（梶山目録 544）・長
孫子澤墓誌（梶山目録 552）
（7）　元紹墓誌（梶山目録 301）・苟景墓誌（梶山目録 466）・爾朱紹墓誌（梶山目録 471）・元誨墓誌（梶












時期  件数(内理由不明)   第一位        第二位        第三位    
道武帝  85 件(17 件)  軍功 37 件(44％)  来降 13 件(15％)      功 7 件(8％) 
明元帝  57 件(8 件)   軍功 15 件(26％)  来降 13 件(23％)    即位 8 件(14％) 
太武帝  264 件(53 件)  軍功 75 件(28％)  来降 40 件(15％)  地方官任命 17 件(6％) 
文成帝  118 件(34 件)  外戚 40 件(34％)  即位 12 件(10％)   地方官任命 9 件(8％) 
献文帝  74 件(18 件)  来降 17 件(23％)  軍功 8 件(11％)   地方官任命 7 件(9％) 
孝文帝  97 件(39 件)  地方官任命 14 件(14％) 外戚・寵 9 件(各 9％) 
＊拙稿 C より 
表３ 爵と将軍号の官品の関係 
王（１品） 
将軍号 孝文帝後 宣武帝 孝明帝 
１・従１ 6 件 22％ 5 件 16％ 12 件 21％ 
２・従２ 9 33 6 19 18 32 
３・従３ 11 41 16 52 24 43 
４・従４ 1 4 4 13 2 4 
５・従５ 0 0 0 0 0 0 
公（１品・従１品） 
将軍号 孝文帝後 宣武帝 孝明帝 
１・従１ 8 件 35％ 4 件 21％ 7 件 18％ 
２・従２ 8 35 3 16 19 49 
３・従３ 6 26 10 53 11 28 
４・従４ 1 4 2 10 2 5 
５・従５ 0 0 0 0 0 0 
侯（２品・従２品） 
                                                   
10 苟景墓誌（梶山目録 466） 
11 元勰妻李媛華墓誌（梶山目録 306）・元邵墓誌（梶山目録 421）２件・唐耀墓誌（梶山







時期  件数(内理由不明)   第一位        第二位        第三位    
道武帝  85 件(17 件)  軍功 37 件(44％)  来降 13 件(15％)      功 7 件(8％) 
明元帝  57 (8 件)   軍功 15 件(26％)  降 13 件(23％)    即位 8 件(14％) 
太武帝  264 件(53 件)  軍功 75 件(28％)  降 40 件(15％)  地方官任命 17 件(6％) 
文成帝  118 件(34 件)  外戚 40 件(34％)  即位 12 件(10％)   地方官任命 9 件(8％) 
献文帝  74 件(18 件)  来降 17 件(23％)  軍功 8 件(11％)   地方官任命 7 件(9％) 
孝文帝  97 件(39 件)  地方官任命 14 件(14％) 外戚・寵 9 件(各 9％) 
＊拙稿 C より 
表３ 爵と将軍号の官品の関係 
王（１品） 
将軍号 孝文帝後 宣武帝 孝明帝 
１・従１ 6 件 22％ 5 件 16％ 12 件 21％ 
２・従２ 9 33 6 19 18 32 
３・従３ 11 41 16 52 24 43 
４・従４ 1 4 4 13 2 4 
５・従５ 0 0 0 0 0 0 
公（１品・従１品） 
将軍号 孝文帝後 宣武帝 孝明帝 
１・従１ 8 件 35％ 4 件 21％ 7 件 18％ 
２・従２ 8 35 3 16 19 49 
３・従３ 6 26 10 53 11 28 
４・従４ 1 4 2 10 2 5 
５・従５ 0 0 0 0 0 0 
侯（２品・従２品） 
                                                   
10 苟景墓誌（梶山目録 466） 
11 元勰妻李媛華墓誌（梶山目録 306）・元邵墓誌（梶山目録 421）２件・唐耀墓誌（梶山




将軍号 孝文帝後 宣武帝 孝明帝 
１・従１ 0 件 0％ 1 件 4％ 0 件 0％ 
２・従２ 6 29 2 7 7 39 
３・従３ 9 43 22 78 9 50 
４・従４ 5 24 3 11 2 11 
５・従５ 1 4 0 0 0 0 
伯（３品・従３品） 
将軍号 孝文帝後 宣武帝 孝明帝 
１・従１ 0 件 0％ 0 件 0％ 2 件 6％ 
２・従２ 2 6 14 31 14 45 
３・従３ 17 55 27 60 12 40 
４・従４ 8 26 3 7 2 6 
５・従５ 4 13 1 2 0 0 
６・従６ 0 0 0 0 1 3 
子（４品・従４品） 
将軍号 孝文帝後 宣武帝 孝明帝 
１・従１ 0 件 0％ 0 件 0％ 0 件 0％ 
２・従２ 2 14 3 8 6 20 
３・従３ 6 43 18 50 24 77 
４・従４ 6 43 11 31 1 3 
５・従５ 0 0 3 8 0 0 
６・従６ 0 0 1 3 0 0 
男（５品・従５品） 
将軍号 孝文帝後 宣武帝 孝明帝 
１・従１ 0 件 0％ 1 件 3％ 1 件 3％ 
２・従２ 0 0 3 9 10 26 
３・従３ 7 78 18 56 22 59 
４・従４ 2 22 5 16 1 3 
５・従５ 0 0 4 13 1 3 




将軍号 孝文帝後 宣武帝 孝明帝 
１・従１ 0 件 0％ 1 件 4％ 0 件 0％ 
２・従２ 6 29 2 7 7 39 
３・従３ 9 43 22 78 9 50 
４・従４ 5 24 3 11 2 11 
５・従５ 1 4 0 0 0 0 
伯（３品・従３品） 
将軍号 孝文帝後 宣武帝 孝明帝 
１・従１ 0 件 0％ 0 件 0％ 2 件 6％ 
２・従２ 2 6 14 31 14 45 
３・従３ 17 55 27 60 12 40 
４・従４ 8 26 3 7 2 6 
５・従５ 4 13 1 2 0 0 
６・従６ 0 0 0 0 1 3 
子（４品・従４品） 
将軍号 孝文帝後 宣武帝 孝明帝 
１・従１ 0 件 0％ 0 件 0％ 0 件 0％ 
２・従２ 2 14 3 8 6 20 
３・従３ 6 43 18 50 24 77 
４・従４ 6 43 11 31 1 3 
５・従５ 0 0 3 8 0 0 
６・従６ 0 0 1 3 0 0 
男（５品・従５品） 
将軍号 孝文帝後 宣武帝 孝明帝 
１・従１ 0 件 0％ 1 件 3％ 1 件 3％ 
２・従２ 0 0 3 9 10 26 
３・従３ 7 78 18 56 22 59 
４・従４ 2 22 5 16 1 3 
５・従５ 0 0 4 13 1 3 
６・従６ 0 0 0 0 2 6 
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爵 孝文帝後 宣武帝 孝明帝 
王 １ 1 件 50％ 1 件 33％ 4 件 66％ 
公 １・従１ 1 50 2 67 1 17 
侯 ２・従２ 0 0 0 0 0 0 
伯 ３・従３ 0 0 0 0 1 17 
子 ４・従４ 0 0 0 0 0 0 
男 ５・従５ 0 0 0 0 0 0 
尚書左右僕射（従２品） 
爵 孝文帝後 宣武帝 孝明帝 
王 １ 3 件 75％ 1 件 20％ 2 件 33％ 
公 １・従１ 0 0 3 60 2 33 
侯 ２・従２ 1 25 0 0 0 0 
伯 ３・従３ 0 0 1 20 2 33 
子 ４・従４ 0 0 0 0 0 0 




爵 孝文帝後 宣武帝 孝明帝 
王 １ 1 件 50％ 1 件 50％ 1 件 33％ 
公 １・従１ 1 50 0 0 1 33 
侯 ２・従２ 0 0 0 0 0 0 
伯 ３・従３ 0 0 1 50 1 33 
子 ４・従４ 0 0 0 0 0 0 









爵 孝文帝後 宣武帝 孝明帝 
王 １ 1 件 50％ 1 件 33％ 4 件 66％ 
公 １・従１ 1 50 2 67 1 17 
侯 ２・従２ 0 0 0 0 0 0 
伯 ３・従３ 0 0 0 0 1 17 
子 ４・従４ 0 0 0 0 0 0 
男 ５・従５ 0 0 0 0 0 0 
尚書左右僕射（従２品） 
爵 孝文帝後 宣武帝 孝明帝 
王 １ 3 件 75％ 1 件 20％ 2 件 33％ 
公 １・従１ 0 0 3 60 2 33 
侯 ２・従２ 1 25 0 0 0 0 
伯 ３・従３ 0 0 1 20 2 33 
子 ４・従４ 0 0 0 0 0 0 




爵 孝文帝後 宣武帝 孝明帝 
王 １ 1 件 50％ 1 件 50％ 1 件 33％ 
公 １・従１ 1 50 0 0 1 33 
侯 ２・従２ 0 0 0 0 0 0 
伯 ３・従３ 0 0 1 50 1 33 
子 ４・従４ 0 0 0 0 0 0 









爵 孝文帝後 宣武帝 孝明帝 
王 １ 1 件 50％ 1 件 33％ 4 件 66％ 
公 １・従１ 1 50 2 67 1 17 
侯 ２・従２ 0 0 0 0 0 0 
伯 ３・従３ 0 0 0 0 1 17 
子 ４・従４ 0 0 0 0 0 0 
男 ５・従５ 0 0 0 0 0 0 
尚書左右僕射（従２品） 
爵 孝文帝後 宣武帝 孝明帝 
王 １ 3 件 75％ 1 件 20％ 2 件 33％ 
公 １・従１ 0 0 3 60 2 33 
侯 ２・従２ 1 25 0 0 0 0 
伯 ３・従３ 0 0 1 20 2 33 
子 ４・従４ 0 0 0 0 0 0 




爵 孝文帝後 宣武帝 孝明帝 
王 １ 1 件 50％ 1 件 50％ 1 件 33％ 
公 １・従１ 1 50 0 0 1 33 
侯 ２・従２ 0 0 0 0 0 0 
伯 ３・従３ 0 0 1 50 1 33 
子 ４・従４ 0 0 0 0 0 0 




爵 孝文帝後 宣武帝 孝明帝 
王 １ 1 件 100％ 0 件 0％ 0 件 0％ 
公 １・従１ 0 0 2 50 0 0 
侯 ２・従２ 0 0 0 0 0 0 
伯 ３・従３ 0 0 1 25 1 100 
子 ４・従４ 0 0 1 25 0 0 




爵 孝文帝後 宣武帝 孝明帝 
王 １ 7 件 19％ 16 件 26％ 16 件 33％ 
公 １・従１ 10 28 7 11 6 12 
侯 ２・従２ 6 17 10 16 1 2 
伯 ３・従３ 8 22 16 26 12 24 
子 ４・従４ 4 11 6 10 8 17 
男 ５・従５ 1 3 7 11 6 12 
下州刺史（４品） 
爵 孝文帝後 宣武帝 孝明帝 
王 １ 2 件 67％ 1 件 33％ 2 件 50％ 
公 １・従１ 0 0 0 0 0 0 
侯 ２・従２ 1 33 1 33 1 25 
伯 ３・従３ 0 0 0 0 0 0 
子 ４・従４ 0 0 0 0 0 0 






爵 孝文帝後 宣武帝 孝明帝 
王 １ 1 件 100％ 0 件 0％ 0 件 0％ 
公 １・従１ 0 0 2 50 0 0 
侯 ２・従２ 0 0 0 0 0 0 
伯 ３・従３ 0 0 1 25 1 100 
子 ４・従４ 0 0 1 25 0 0 




爵 孝文帝後 宣武帝 孝明帝 
王 １ 7 件 19％ 16 件 26％ 16 件 33％ 
公 １・従１ 10 28 7 11 6 12 
侯 ２・従２ 6 17 10 16 1 2 
伯 ３・従３ 8 22 16 26 12 24 
子 ４・従４ 4 11 6 10 8 17 
男 ５・従５ 1 3 7 11 6 12 
下州刺史（４品） 
爵 孝文帝後 宣武帝 孝明帝 
王 １ 2 件 67％ 1 件 33％ 2 件 50％ 
公 １・従１ 0 0 0 0 0 0 
侯 ２・従２ 1 33 1 33 1 25 
伯 ３・従３ 0 0 0 0 0 0 
子 ４・従４ 0 0 0 0 0 0 
男 ５・従５ 0 0 1 33 1 25 
＊表３～６は『魏書』の事例数である。 
表６　爵と地方官の官品の関係
東洋文化研究 16 号　　58
洛陽遷都（494）〜  孝文帝期末（499）
図Ａ．洛陽付近
図Ｂ．洛陽からの遠隔地
